
（ 固体燃料を 使用する 器具）  

第 2 0 条 固体燃料を 使用する 器具の取扱いは、 次の各号に掲げる 基準によ ら なければなら ない。

（ う ）（ か）  

⑴ 火ばちにあつては、底部に、遮熱のための空間を 設け、又は砂等を 入れて使用する こ と 。（ う ） 

⑵ 置き ご たつにあ つては、 火入容器を 金属以外の不燃材料で造つた台上に置いて使用する こ

と 。（ う ）  

２  前項に規定する も ののほか、 固体燃料を 使用する 器具の取扱いの基準については、 前条第１ 項

第１ 号から 第９ 号ま での規定を 準用する 。（ う ）  

 

【 解説】  

 本条は、 炭、 練炭等の固体燃料を 使用する 器具の取扱いについて規定し ている 。 具体的には、 火ば

ち、 置き ご たつ、 練炭こ んろ 、 七厘、 バーベキュ ーこ んろ 等の移動式こ んろ や石炭ス ト ーブ等が該当

する 。ただし 、煙突が接続さ れている 石炭ス ト ーブについては、第５ 条のス ト ーブと し て規制さ れる 。  

 なお、 固体燃料使用器具等の建築物及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表 2 0 －１ によ る こ と 。 

 

１  第１ 項第１ 号は、固体燃料を 使用する 火ばちについて、底面過熱によ る 火災の発生を 防止する た

めに規制し ている 。 そのためには、 火ばちの底部に遮熱のために空間を と る か、 又は砂、 灰等を 入

れる 方法がある が、火ばちの真下の床、畳又は台に手がふれても 熱く 感じ ない程度を 目安と すべき

である 。  

 

２  第１ 項第２ 号は、固体燃料を 使用する 置き ご たつについて、火入れ容器から 下面への伝熱によ る

火災発生を 防止する ための規定である 。固体燃料に限定し たのは、電熱使用のも のにあっ ては通常

下面への伝熱防止がなさ れている ためである 。 固体燃料と し ては、 通例多く 用いら れる 木炭、 たど

ん等を 主たる も のと し て考えている 。  

  なお、火入れ容器の底部に脚を 設ける など 通気性を も たし 遮熱措置がし てある も の、又は不燃材

料で造っ た遮熱板等が設けら れている も のなど で、 使用中に可燃物表面の温度が 1 0 0 度以上にな

ら ない構造のも のは、 第 2 3 条の２ を 適用し 、 金属以外の不燃材料で造っ た台の上で使用し なく て

も よ いも のと し て取り 扱う 。  

 

３  第２ 項は、 固体燃料を 使用する 器具の取扱上の基準について、 第 1 9 条の基準の一部を 準用する

規定である 。  



 

表 2 0 －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 
 離隔距離（ 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

入力 上方 側方 前方 後方 

移動式ス ト ーブ ― 1 0 0  
5 0  

（ 注 6 ）  

5 0  

（ 注 6 ）  

5 0  

（ 注 6 ）  

移動式こ んろ  ― 1 0 0  3 0  3 0  3 0  

 

※（ 注６ ）  方向性を 有する も のにあっ ては、 1 0 0 セン チメ ート ルと する 。  


